






























































荒 松雄 1977 『ヒンドゥー教とイスラム教 --
-- 南アジア史における宗教と社会』（岩波新書）
岩波書店。 
辛島 昇 1992 『南アジア 地域からの世界史
5』朝日新聞社。 
辛島 昇 1996 『南アジアの歴史と文化』（放
送大学教材）放送大学教育振興会。 
肥塚 隆・宮治昭編 1999  『世界美術大全集 
東洋編 14 インド(2)』小学館。 
肥塚 隆・宮治昭編 2000  『世界美術大全集 
東洋編 13 インド(1)』小学館。 
小西正捷 1981 『人間の世界歴史 8 多様の
インド世界』三省堂。 






宮治 昭 1981 『インド美術史』 吉川弘文館。 
山崎元一  1996  『古代インドの文明と社会』
（世界の歴史第 3巻）中央公論社。 







































































































松長有慶 1991 『密教』（岩波新書） 岩波書
店。  
立川武蔵・頼富本宏編「シリーズ密教」 春秋社。 





































































































































































































































































































































ょう（7 月 7 日まで）。バーミヤーンの参考文献を
少しあげておきます。 













































































































































田中公明 1993 『チベット密教』 春秋社。 
松本栄一（写真）・奥山直司（文） 1996 『チ
ベット マンダラの国』 小学館。 













































































上村勝彦 1981 『インド神話』 東京書籍。 
立川武蔵、石黒 淳、菱田邦男、島 岩  1980 
『ヒンドゥーの神々』 せりか書房。 





















































































































































































































































































































入澤 崇 1986 「ヴァジュラパーニをめぐる諸
問題」『密教図像』第 4号。 
石黒 淳 1985 「金剛手の系譜」『密教美術大
観 第 3巻』 朝日新聞社、pp. 181-191。 
山野智慧  2000  「初期密教経典における金剛
手」『密教学研究』32: 55-72。 













































































































































































































































































立川武蔵 1987 『曼荼羅の神々』 ありな書房。 
佐和隆研 1962 『仏像図典』吉川弘文館。 
頼富本宏  1984  『庶民のほとけ  観音・地
蔵・不動』ＮＨＫ出版。 
頼富本宏 1985 『マンダラの仏たち』 東京美
術。 

























































































立川武蔵 1990 『女神たちのインド』 せりか
書房。 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 の 3 乗単位でとらえる感覚が日本にはあまりな






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Jackson, David & Janice 1984 Tibetan Thangka 






































































































































































ユング、C. G. 1956 『人間心理と宗教』(ユン
グ著作集 4)濱川祥枝訳 日本教文社。 
ユング、C. G. 1976 『心理学と錬金術』池田紘
一・鎌田道生訳 人文書院。 
ユング、C. G.  1982  『元型論 : 無意識の構
造』林道義訳 紀伊國屋書店。 
ユング、C. G. 1983 『東洋的瞑想の心理学』湯
浅泰雄・黒木幹夫訳 創元社。 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































の種類とその具体的な内容については 6 月 19 日、
6 月 26 日付けのプリントの 1 頁目に、それぞれ参
考文献をあげておきましたので、ご覧ください。 
 
この授業をとらなかったらまったく知らなかった
だろうなと思い得ることがたくさんわかってよか
った。質問や意見にていねいに答えて下さる先生
の姿勢がうれしかったです。 
 
人気があるとかないとかいうのはどういう理由で
そうなるんですか。その時代の民衆に何か得なこ
とをしてくれるからということですか。 
神の人気が何に起因するかは、難しい問題でしょ
うね。たとえば、ヴェーダの時代には、もともと
ミトラやヴァルナという神が高い地位を誇ってい
たようですが、かれらはヒンドゥー教の時代には
凋落してしまいます。インドラやアグニの人気も
同様で、ヒンドゥー教では護方神といって、方角
を守る神（警備員のようなもの）になってしまい
ます。神話学でよく言われることですが、世界中
の多くの神話ではじめに人気があるのは天空や太
陽の神ですが、これらはすぐに別の神に人気の座
を奪われて、「忘れられた神」になってしまいま
す。インド神話の場合も同様といわれ、ヴェーダ
文献が編纂されたときには、すでにこのような現
象が起こっていたと考えられています。ヴェーダ
ばかりではなくヒンドゥー教や仏教など、神話学
にとってインドは神話の宝庫です。 
 
マンダラのまわりにいるヒンドゥー教の神々に老
荘思想的なものを感じた。中心を争うことがない
ので長く生き延びた気がする。 
 
解釈の仕方でいろいろ変化するので驚いた。 
 
乗るものと乗られるもの関係は主従関係のみかと
思っていただけに、今回の授業は驚きだった。外
金剛部の話がとてもよかった。 
 
今まで講義を受けていて、今まで知らなかった密
教の世界にとても興味を持った。今日はマンダラ
の細かさに感動しました。最初の方は仏像とかを
見ても何も思わなかったのですが、その世界観を
勉強するうちに見るのが楽しくなりました。 
 
胎蔵界曼荼羅の外金剛部がすごくおもしろかった。
今まで真ん中のあたりしか見ていなかったけれど、
端の方にこんなにおもしろい神様たちが描かれて
密教美術の世界 
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いることをはじめて知った。今日の話を聞いて仏
教の神様とヒンドゥー教の神様のことが少しだけ
わかった気がした。 
 
本で読んだところだったので入りやすかった。し
かも図で見るとよりわかりやすかった。 
 
今までの感想として、男の神より女の神の方がか
っこいいと思いました。強いだけじゃなくて心が
広い感じがするからかもしれません。 
 
これまでこんなに集中的に密教や仏教のこと学ん
だのは初めてでした。どうもありがとうございま
す。おもしろかったです。 
 
今日で授業が終わりですが、どの授業も先生の熱
心さが伝わってきました。さらに興味をわかせら
れました。ありがとうございました。 
 
仏教美術作品には今まで知らなかったエピソード
がつまっていて、これからは奥行きのある目で、
作品を見られるような気がする。 
 
前期の間だけでしたが、楽しく講義を聴かせてい
ただきました。専門科目ばかりの一週間の中で、
たくさんの密教美術作品を見て、唯一心安らげる
講義だったように思います。この講義が僕の大学
生活の中での最後の教養科目になります（単位を
いただければの話ですが）。どうもありがとうご
ざいました。 
 
テストは何とかがんばりたいです。「ブッダ」全
巻そろいました。毎回のプリントがすごくていね
いでよかったと思います。 
 
今まで見てきたマンダラの中で時輪マンダラが一
番好きです。 
 
踏みつけたりする像があるのは驚いた。みなが神
をあがめているわけではないのだなーと思った。 
 
曼荼羅は全体図として概観しか見ようとしたこと
がなかったけれど、細部があんなにも細かく美し
く描かれているのが新発見でした。独特なあの赤
色と淡い茶や緑のコントラストが神秘的な空気を
漂わせていて、何とも言えずいいと思いました。
機会があったら本物を近くで見てみたいです。 
 
愛染明王への回答ありがとうございました。ちな
みに天竜八部衆などは密教に関係あるのでしょう
か。 
八部衆はインド古来からの民間信仰の神などで構
成されるグループで、仏法を守護すると経典にし
ばしば説かれます。天、竜、夜叉、乾闥婆、阿修
羅、迦楼羅、緊那羅、摩ごう羅伽の八つです。い
ずれも固有名詞ではなく、グループの名称で、乾
闥婆はガンダルヴァという音楽神、迦楼羅はガル
ダで鳥の姿の神（ヴィシュヌの乗り物です）、緊
那羅（キンナラ）も半鳥半人の想像上の生物、摩
ごう羅伽（マホーラガ）は大蛇です。『法華経』
などの大乗経典にしばしば登場し、説法の場に居
合わせ、仏や菩薩、仏弟子などの聞法の者たちを
守ります。密教経典にも現れますが、作品として
は八部衆としてまとまって作られることはほとん
どなかったようです。有名な興福寺の八部衆も、
日本に密教が伝わる前の奈良時代の作です。 
 
最初はまったくわからなかったけど、この授業を
受講して少しだけど密教のいろいろなことを知り
ました。 
 
身近にある仏教美術が少しわかって、さらに身近
になった気がしてうれしいです。 
 
乗るものと乗られるものの関係が一様でなく、複
雑な解釈を生み出すもので興味深かった。 
 
今日は最後なのについつい寝てしまって先生に申
し訳ないです。テストがんばります。 
 
今日でこの授業が最後だと思うと寂しい気がしま
す。自分は密教美術なんてまったく知らず、ただ
2002年度 
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おもしろそうと思いこの授業をとったのですが、
いろいろな仏像などが見れ、密教の美術の世界が
少しですけどわかったのがとてもうれしいです。
よかったです。テストがんばります、かなり心配
ですが…。 
 
火天がすごくキレイだった。色が鮮やかで細部が
きっちりしていて、日本ぽくない感じがした。 
 
二十八宿がマンダラの中に入っているとは知りま
せんでした。このことを知って、風水で使ったり
する式盤が、マンダラに似ているような気がしま
す。 
風水思想は最近よく耳にしますが、密教と何らか
の関係があるのかもしれません。私は式盤という
のはしっかり見たことがありませんが、シンメト
リカルな構造をしたもののような気がします。二
十八宿も含まれているのでしょうか。ちなみに宿
曜道という占星術が中国や日本で古くから知られ
ていますが、これはインドの天文学や占星術の流
れを汲むものです。 
矢野道雄 1992 『占星術師たちのインド』（中
公新書）中央公論社。 
 
約三か月の間、密教美術の世界の講義を聴いてき
て、まずその作品の多さに圧倒されました。多種
多様な仏像やマンダラなどを今までボヤーと眺め
ていたのが、少し違った角度からのぞき込めるよ
うになったんじゃないかと思います。 
 
胎蔵界曼荼羅（西院本）がすごくきれいだった。
あんな細かいところまで詳細に描いているのはと
てもすばららしい。 
 
この授業を受けるまで仏像＝美術というイメージ
がなかったのですが、今まで受けてきて、仏像＝
美術だと思えてきました。 
 
降三世明王などの下で踏まれている神々は必ずし
も敵対関係にあるわけではなく、もっといろんな
意味があることを知って驚いた。 
 
